
 

幕別町立札内東中学校 学校だより第1１号 

教育目標 

・創意工夫し，自ら学ぶ子 

・心身をきたえ，生命を尊ぶ子 

・信頼を大切にし，協力し合う子 

令和6年２月2６日発行 

校訓「探究・錬磨・友愛」 

～東中の教育～ 人生の生きる“種まき”をし，“ひとりだち”をさせるための土台を築く 

□目指す学校像 「教師も子どもも学び続ける学校」 

□目指す生徒像 「夢の実現に向け，表情豊かで主体的に考動する生徒」 

□目指す教師像 「元気に丁寧に情熱をもち，子どものよさを伸ばす教師」 

3年生は受検（験）の真っ只中です。冬休み明け早々の私立高校推薦入試を皮切りに，公立高

校推薦入試，私立高校一般入試等が行われてきました。 

そして，その多くの学校の試験科目に面接がありました。中でも，私立高校の推薦入試の者

は，志望校が決定し約１か月半での面接試験でしたが，冬休み中にも決められた面接練習だけで

はなく，自らお願いに赴き練習をしている姿が大変立派だったと感じています。 

面接は考えていることをどう言葉にして表すか…いわゆる“アウトプット”する力が大切にな

ります。（ペーパーテストで書くこともアウトプットです）内容は，志望動機や自分のことを聞

かれることが多いのですが，数人に話を聞くと，「難しい」と述べる人が大半でした。 

なぜ？…私は面接への抵抗はあまりありません。きっとそれは，教員という仕事をしているか

らかも知れません。子供に教えるべき内容を“インプット”し，それをアウトプットすることを

繰り返してきました。毎日がアウトプットの連続なのです。ひょっとすると皆さんは，あまりア

ウトプットをしていないのかも知れません。 

アウトプットする力，これは，これからの時代を生き抜くためにより必要な力，人とのかかわ

りを高めるための力として重要な一つだと感じています。かつては，知識豊富な人は“頭のよい

人”として尊敬されていました。しかし，今ではタブレットやスマホで検索すれば，いつでもど

こでも簡単に知識や情報が得られます。批判的思考は必要ですが…。 

知識が豊富なだけが，大きな価値の時代ではなくなっているように感じます。大切なのは知識

と知識をかけ合わせて，何か生み出すことのような気がします。そのためには，インプットした

知識をどんどん発信することで“気づき”を得ることが大切なのではないでしょうか。知識をた

め込むだけではなく活用することで，そこに新たな発想が生まれると思います。 

さらに，アメリカの心理学者によると知識の定着にはインプット３割，アウトプット７割が理

想だと唱え，アウトプット中心に切り替えていくことで自己成長の速度は加速していくと述べて

います。現在は学校での授業も変わり，じっくり考えたり協働的に課題解決をしたりする機会が

増えたのもそのような力を身に付けるための変化だと思います。個人思考が中心だった数学の授

業でも，教え合いからの課題発見，解決をする場面が増えました。私の学生期を思い返しても，

例えば試験前に友だちに問題を出しているうちに自分がそれを習得していることがありました。 

アウトプット力を鍛える，慣れるためには，アウトプットを繰り返すしかないように思いま

す。それをしていると，「何を話すか」と同じくらい「どう話すか」を考えるようになります。

まさに，それが面接試験で問われていること，そして，ペーパーテストでは，思考問題が増えて

いますが，これも自分の考えを言葉でどうアウトプットするかが求められているものです。 

ぜひ，インプットしたことをアウトプットする意識を高めてください。まずは，授業で自分の

考えを他人に伝える，他人の考えから考え直し発信することを大切にしていきましょう。 

～札内東学園目指す子ど
も像実現へ向けたキー～ 

 考動（こうどう） 



２０２２年から幕別町では「ゼロカーボン元年」と位

置づけ、町をあげて「ゼロカーボン」に向けての取組を

進めています。これを受け本校３学年では１月２６日

（金）幕別町役場防災環境課の佐々木英行様を講師に迎

え勉強会をおこないました。地球温暖化の原因や影響に

ついて学び、その後、学級で「ゼロカーボンへの施策」

を考えました。「着なくなった服を寄付。リサイクルバ

ーゲン」「温泉水を利用した温泉発電」「太陽光パネル

設置費用の一部を町が負担する」「町の電灯を全てＬＥ

Ｄにする」など活発な意見がでていました。授業後は「「ゴ

ミは正しく分別。リサイクルする」「節電、節水、再エ

ネを意識した生活をする」という感想もありました。今、

自分たちに何ができるのかを真剣に考え動くための時間

となりました。 

２月５日「（月）新入生説明会並びに中学校登校がおこなわれました。今年３回目となる中学校登

校。新入生は少し慣れた様子で説明を聞いていました。説明会後には、１年生から「「校歌」と「「夢

の世界」の歓迎合唱がありました。大変素晴らしい歌声で、新入生も聞き入っている様子でした。

その後、１年生が各ブースに分かれ、学校行事や部活動など中学校生活の様子について詳しく説明

を受けました。新入生はたくさんの先輩達からの説明に興味津々話を聞くとともに、楽しく交流を

深める事ができました。 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動の様子 

目指す生徒像「夢の実現に向け、表情豊かで主体的に考動する生徒」 

 

 



 ２月６日「（火）本校出身の山本幸平さんをお迎えし、２学年保健体育科バスケットボールの授業

に参加していただきました。生徒達は実際のオリンピック選手と一緒にプレイし、スポーツの楽し

さや挑戦することの大切さを学ぶ事ができました。この経験を通して、新たな視点を持ち、自らの

可能性を広げてくれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和５年度 東学園（東中・白人小・北小）目指す子どものキーワード「考動」 

教育活動の様子 

 

 
女子バレーボール部 

おおさかスポーツ杯 第３位         優秀選手賞 

全十勝中学生学年別 

卓球大会 第３位 



全国中学校スケート大会 

スピードスケート女子3000ｍ 

第５位 入賞 

幕別町児童生徒健全育成推進委員会 

標語コンクール 

 

 

 

 

 

 

 

 

佳 作   佳 作   優秀賞 

全十勝中学校スピードスケート新人戦大会 

1500m「第３位   1000m「第６位 

3000m「第２位 

  

安全点検の日　服務ミニ研修

公立学力検査

職員会議（経営方針）

モップ交換

第１回学校運営協議会

同窓会入会式

公立高校追検査

卒業式前日準備

部活動休止日

第39回卒業式

部活動休止日　私立高校合格発表

交通安全確認の日　服務ミニ研修

公立高校合格発表　職員会議

まくべつ教育の日

生徒会役員選挙

春分の日

吹奏楽部スプリングコンサート

大掃除

修了式・離任式

部活動休止日

年度末休業（～３１）

職員会議（新年度体制）

北海道中学生バレー地区対抗優秀選手選抜大会（芦別）

北海道中学生バレー地区対抗優秀選手選抜大会（芦別）

北海道中学生バレー地区対抗優秀選手選抜大会（芦別）

27 水

28 木

29 金

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

17 日

18 月

19 火

20 水

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

30 土

31 日

   


